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    令和２年度     体育・保健体育科研究のまとめ 

                        下伊那教育会 体育・保健体育科委員会 

Ⅰ 研究テーマ 

 すべての子どもが自ら運動の楽しさを味わい、仲間と共に技能を高めていく体育学習を求めて 

～運動の習慣化をめざして～ 

Ⅱ 研究テーマによせて  

  昨年度本委員会では、全郡テーマを受け、体育科における「学び続ける個」とはどのような 

 姿なのかについて研究を進めてきた。生涯にわたって運動に親しむ資質を育成するために、運 

 動のもつ特性に触れ、その楽しさを味わうことを大切に考えてきた。また、他とのかかわりの 

 中で、課題を解決していく学習のあり方について探ってきた。昨年度は、マット運動の授業を 

 通して、「できる」「わかる」授業のために、明確な視点を与えたり、場の工夫をしたり、タブ 

 レット等のＩＣＴ機器を活用したりすることの有効性を確認することができた。 

  一方、今年度コロナ禍で臨時休業になった際に、すべての児童・生徒が家庭で運動に取り組 

 めたとは言えない現状があった。学習カードや運動の具体的な仕方を示した資料あるいは動画 

 等を作成し、運動を促してきたにもかかわらず、取り組めない児童・生徒が少なからずいた。  

 休業中に宿題として運動の課題を与えても、取り組まなかった児童・生徒もいた。 

  そこで今年度は、コロナ禍で運動の行い方がいろいろ制限される中であっても、工夫して運 

 動することで、運動の楽しさを味わい、学校で学んだことが習慣化し、家庭生活でも生かせる 

 ようになることを願い、「すべての子どもが自ら運動の楽しさを味わい、仲間とともに技能を高 

 めていく体育学習を求めて」研究を進めていくこととした。 

 

Ⅲ 研究の内容 

１ 研究の方向・重点 

  郡内各校に協力していただいたアンケート結果から、コロナ禍において運動が制限される中 

 でどのように体育学習を進めていけばよいか困惑している現状が見えてきた。そこで、本委員 

 会では、学びを継続していくための契機となるように以下の２点について情報を発信した。 

（１）年間指導計画の再編成例の提示 

 ・単元の入れ替えや２年間見通した柔軟な編制、単元の軽重など、各校で編制した年間指導計 

  画の例を作成した。 

 ・小学校１年、３年、６年及び中学校全学年の年間指導計画再編成例を７月３０日付けでグル 

  ープウェアにて各校に配信。以下のような再編成における配慮点を示し、情報提供をした。 

 【単元の入れ替え】 

  〈屋外の単元から先行実施〉〈三密を避けての学習が可能な領域から先行実施〉 

  〈体つくり運動は年度の後半に実施〉〈接触が少なく、用具を共有しない運動から実施〉 

  〈球技を年度の後半へ入れ替えて実施〉 

 【単元・領域の扱い方の工夫】 

  〈単元によっては時数を短縮して実施〉〈単元を分割しての指導〉 

  〈２学年間にわたって指導する事項や履修する領域について工夫〉 

 【運動の行い方の工夫】 

  〈用具を使用しなくてもできる運動を工夫して実施〉  

（２）感染症対策を講じた授業展開例 

  ①仲間とのかかわりが制限される中での対話的な学びを実現する授業（小学校６年生） 

   ・走り高跳びの単元で、タブレットＰＣを活用し、お手本と自分の姿を見比べたり、友だ 

    ちの試技を撮影しアドバイスをしたりする活動を通して、ＩＣＴ機器を媒体とした対話 
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    的な学びを実現することができた。友だちと直接対話することの他に、タブレットＰＣ 

    を介して、自分の試技を振り返る自己内対話により、技能を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

  ②日常の体育授業とのつながりを生かした体育的行事へのアプローチ（小学校１年生） 

   ・ボールの操作に不慣れな子どもたちが意欲的に、意識の継続性をもって臨めるよう「ボ 

    ールと遊ぼう（体つくり運動）」を設定した。続けてつながりのある単元としてボール操 

    作を取り入れた「ねらってねらって（ボール投げ遊び）」及び「リズムにのって踊ろう（リ 

    ズム遊び）」を１つの単元として実施。運動会のための種目練習ではなく、系統的に単元 

    を構成し、単元のまとめとして運動会での発表を位置づけることで、体育学習の成果を 

    発表する場になった。 

  

 

 

 

 

 

  

  ③スポーツに親しむ素地を養う選択授業のあり方（中学校３年生） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・生涯にわたってスポーツに親しむ素地 

    を養うために、種目ごとにゲームの行 

    い方やルールを決めることとし、男女 

    混合だったり技能差があったりしても 

    みんなが楽しめる方法を考えるよう促 

    した。また、授業前日までに次回の練 

    習計画を全員に提出させ、活動に見通 

    しをもたせるようにした。３時間分を 

    １枚の学習カードにすることで生徒の 

    意識が継続し、何ができるようになっ 

    たのかが比較しやすくなった。 

「手をあげると振り上げ足も

上がる」という課題を友だち

に撮影してもらっている場面 

・１枚の計画表を(反省を含 
 む)３時間で扱う 

・日付ごとに色を変えて記入 
 する 
・３時間ごとにどのような学 
 びがあったかが１枚のカー 
 ドでわかる 
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Ⅳ 学び続ける個に寄せて 

 「日常生活でも運動に親しむ資質やスポーツとかかわる態度を育成するための取り組み」 

                             （中学校１、２年生）を通して 

１ はじめに 

  これまでも、教材研究や授業実践を行う中で、成果も課題もたくさんあり、今後の実践に向  

 けて貴重な経験となった。しかし、コロナ禍で得た課題は、「生涯にわたって豊かなスポーツラ 

 イフを実現するための資質・能力を育成する」という目的、つまり、「日常生活と保健体育授業 

 のつながり」という当たり前だが、目を向けることができなかった基本に立ち返ることができ 

 る機会となった。今回は、臨時休業中に取り組んできた家庭学習を中心に、その後継続的に行 

 っている実践をＨ生の姿とともに紹介する。 

 

２ 実践１【家庭学習〈１〉（最初の休校に出した家庭学習）】 

（１）実践内容１ 

  ３月に休校が決まり、保健体育科でも家庭学習を出すことになった。運動不足からくる心身 

 への負の影響が心配だったので、それに対応できるような家庭学習を出そうと考えた。生徒に 

 興味をもってもらえるように、「日常的に運動に取り組んでいる生徒への宿題（図１ａ）」「定期 

 的ではないが運動に取り組んでいる生徒への宿題（図１ｂ）」「日常的に運動に取り組めていな 

 い生徒への宿題（図１ｃ）」と、大きく三つのグループに分類し、自分に合う家庭学習を各自選 

 択できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）Ｈ生の学びの実際と考察１ 

  取り組んだ内容が同じ事の繰り返し（図２ａ）であることから、課題に対して積極的に取り  

 組んだというより、義務感でやっていたことが伺える。「実際にやっていない日もあった」と言 

 っており、提出しなければいけないから書いた欄もあると考えられる。 

１ 

２ 

ｂ 

ａ 

ｃ 

図
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家
庭
学
習
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（３）成果と課題１ 

  家庭学習〈１〉を回収したところ、前向きに取り組んでいる生徒が一定数いたものの、Ｈ生 

 のような取り組みになってしまった生徒も多くいた。その要因として、①家庭学習の出し方に 

 問題があったと感じると同時に、②日々の授業が生徒たちの日常生活にいきていないことが考 

 えられる。学校の体育を通して、「体育で学んだことを日頃の生活にいかそう」と考えられるよ 

 うな生徒を育てることができず、学校で体育や部活動がなければ前向きに運動に取り組むこと 

 ができない生徒がたくさんいることが分かった。 

 

３ 実践２【家庭学習〈２〉（分散登校中に出した家庭学習）】 

（１）実践内容２ 

  実践１では、前向きに取り組むことができなかったのは、家庭学習の出し方に問題があった 

 のではないかと考え、その原因を次の三つに絞り込んだ。 

 

  そこで、三つの原因に対して次のような手だてを試みてみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以下全て同じ内容 

ａ

７ 

ｂ 

原因①必要感がなかった  原因②継続して取り組めていなかった  原因③知識がなかった 

○手だて①･･･目標設定までの過程 ←【原因①必要感がなかった】  

一人一人に対応した、必要感のある家庭学習になるように、休校中の心身の変化を想起するこ

と（図３ａ）を通して、「自分がどうなりたいか」という具体の姿をイメージした上で目標（家

庭学習）を各自で設定（図３ｂ、図４ａ）できるような学習カードを用意した。 

○手だて②･･･長期休みの活用 ←【原因②継続して取り組めていなかった】 

 一回だけの取り組みにせず、長期休みにも同様の家庭学習を出すようにした。その際、『現状 

 →目標→評価→目標の再設定→再評価→目標の再々設定･･･』というサイクルを意識できるよ 

 うな学習カードにした。（図４ｂ） 

○手だて③･･･保健分野・体育理論との関連 ←【原因③知識がなかった】 

体育理論や保健分野との関連を計り、知識を習得する場面を設定した。習得した知識を活用し

て、目標（家庭学習〈２〉）達成に向けたメニュー・計画づくり（図４ｃ）を行った。 

ａ 

図２  

Ｈ生の家庭 

学習カード 

図３  

必要感を生み出す

ための学習カード 
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（２）Ｈ生の学びの実際と考察２ 

  休校中に感じた「グウダラ（図５ａ）」を受けて、目標の一つに「着替える、外に出る（図６ 

 ａ）」を挙げた。Ｈ生の生活が目に浮かぶようだ。“このままではいけない･･･”という危機感が 

 伺え、その危機感が必要感につながり、目標になっていることが分かる。反省に「さぼらずに 

 トレーニングできた（図６ｂ）」と書かれていることから、前回の取り組みとは違い、目標に必 

 要感があったことが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）成果と課題２ 

  Ｈ生のように、必要感のある目標を設定することができた生徒が多くいた。また、メニュー 

 を決める際に、目標が似たような生徒同士がメニューを紹介し合ったり、運動経験のある生徒  

 が実際に運動してみたりしたため、メニュー決め・計画が前回に比べて現実的になり、総合評 

 価が高かった。 

図５ H生の学習カード〈その１〉（必要感を生み出すための学習カード） 

ａ 

ａ 

ｂ 
図６ H生の学習カード〈その２〉（家庭学習カード〈２〉） 
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４ 実践３【家庭学習〈３〉（夏休み中に出した家庭学習）】 

（１）実践内容 

  実践１の反省から、継続して取り組む必要性が示唆されたため、臨時休業が明けてから最初  

 の長期休みである夏休みにも、実践２と同様の課題を出した。その際、前回の総合評価を参考 

 に、再度目標やメニューを立てた。 

（２）Ｈ生の学びの実際と考察３ 

  目標に「自分から（図７ａ）」の記述があり、より自主的で高い目標を設定することができて 

 いることが伺える。同時に、前回同様目標に必要感があり、自分事として捉えることができて 

 いることが伺える。 

  反省には、「予想外に暑くて（図７ｂ）」「季節にあった運動（図７ｃ）」と記述した。保健や 

 体育理論で“安全に運動するには”“スポーツが体に及ぼす効果”を学んだことがいきているこ 

 とが伺える。また、「次は季節にあった運動に取り組みたい（図７ｃ）」と書かれているように、 

 現実的に日常生活に運動を取り入れようとする姿勢が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）成果と課題３ 

  「決められた日だけでなく、それを毎日続けることができた。生活の一部として取り入れる 

 ことができた。（Ｎ生女）」という感想があり、より現実に日常生活に運動を取り入れようとす 

 る姿が見られた。 

  反面、取り組み後に各自で評価をしているものの、生徒の記述には、どのような力が身に付 

 き、どのように体が変化したのかがほとんど書かれていない。各自の評価の在り方に課題が残 

 った。 

 

 

 

 

 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 
図７ H生の学習カード〈その３〉（家庭学習カード〈２〉） 
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５ まとめと今後の取り組み 

（１）まとめ 

  今回の実践における主な成果は以下の通り。 

  ①休校中に生じた現実的な問題から目標を決めだしたため、必要感を高めることができた。 

   【手だて①】 

 ②「今月から習い事のダンスが始まったので（中略）メニューが多くなりすぎた。」という振り  

  返りがあった。継続して行うことで生活様式が変化し、それに応じてメニューを変更し、日 

  常生活に運動を取り入れようとする姿が見られた。【手だて②】 

 ③目標がはっきりしたからこそ、保健分野や体育理論で習得した知識に加え、習い事の経験も  

  活用して、メニューを立てることができていた。【手だて③】 

（２）今後の取り組み 

  手だて②の成果から、継続することで課題が明確になってくることが分かったため、冬休み  

 を含め、引き続き長期休みを活用して家庭学習〈２〉に取り組む。その際、実践３で残った課  

 題「評価の在り方」について改善していく。メニューを決め出す段階で、どのような力を高め 

 ているのかを意識できるように、「運動の効果」の項目を付け加える。その際、『心も体もスッ 

 キリ！Myエクササイズ（体つくり運動）長野県版【長野県教育委員会心と体サポートチームよ 

 り】』にある運動の種類を参考にする。 

  また、家庭学習〈１〉で見えてきた課題である「①家庭学習の出し方に問題があった」「②日々 

 の授業が生徒たちの日常生活にいきていない」のうち、②に関しては、課題として残ったまま 

 である。冬休みの家庭学習〈２〉に取り組むにあたり、どのような手だてをしたら、家庭学習 

 〈２〉に日々の授業がいきてくるか考えていきたい。 

 

Ⅴ 次年度へ向けて 

  体育・保健体育科委員会では「学び続ける個」と「生涯にわたって運動に親しむ資質」には 

 深い関わりがあると捉え、「運動の習慣化」ということをひとつのテーマにして研究に取り組ん 

 できた。 

  今年度は、コロナ禍で臨時休業があり、また、運動の行い方にも制限があり、運動不足が心 

 配される状況が続いた。そこで委員会では、制限の中でも工夫して運動する実践や対話的な学 

 びを保証する実践、体育的行事と体育授業を関連させた実践などを試み、コロナ禍であっても 

 学びを継続できることを提案することができた。また、家庭での運動を勧めたり、自分にあっ 

 た運動の仕方を考えさせたりして、主体的に運動に取り組めるような仕組みによって、生徒の 

 運動への向き合い方が変わってきた事例も示すことができた。 

  しかし一方では、日々の授業での学びが実際生活に生かせていないと感じる場面が多くあり、 

 「運動の習慣化」については、次年度以降もさらに研究を積み重ねていく必要がある。個の願  

 い、課題追究の姿を大事に追い続け、一人ひとりが運動と主体的に向き合えるような体育学習 

 のあり方を探っていきたい。 


